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第 16 回：ボランティアとのコラボが生んだ生活救援サイト

震災によって被災地のインフラは大きなダメージを受け、人々は給水や炊き出し、ガソリンの情報を求めてい
た。ボランティアが作ったサイトをベースに、Google は「生活救援サイト」を構築、情報提供をサポートした。

2012 年 6 月 29 日掲載

携帯電話ユーザーに有用な情報を提供する
　東日本大震災が起こり、被災地の住民は日常生活でもさまざまな苦
労を強いられた。避難所ではトイレや入浴設備が行き届いているとは
いえなかったし、水や食料も潤沢に供給されていたわけではない。車
が唯一の移動手段である地域では、ガソリン不足が深刻な問題になっ
た。ガソリンの販売があるという噂が流れると、その店の前には開店
時刻のずっと前から長い行列ができたが、並んだからといってガソリ
ンを買えるとは限らなかった。
　被災地の人々は、食料や給水、ガソリンなどについての信頼できる
情報を喉から手が出るほど欲していた。Twitter や Facebook では、
断片的に情報が上がっていたが、分散している情報を探すのは大変な
労力がかかってしまう。電力供給が不安定でネット回線にもダメージ
を受けている地域では、パソコンで丁寧に情報を探す余裕もない。
　こうした不便を少しでも減らそうと、Google は「被災地生活救援
サイト」を立ち上げた。実は、このサービスは数多くのボランティア
と Google の共同作業によって生まれたものである。
　震災が起こった時、モバイル検索エンジニアの今泉竜一は、六本木
の Google 東京オフィスで同僚と打ち合わせをしていた。揺れに驚い
た今泉だったが、進行中の仕事を仕上げると、パーソンファインダー
の翻訳作業などを手伝い始めた。

及川さんらが作成した「東北震災情報サイト」。
古い携帯電話でも読めるよう、テキストだけのご
くごくシンプルを構成になっている。
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　週が明けて 14 日（月）、今泉らモバイル検索チームは、検索結果の検証を行っていた。震災に関係しそう
なキーワードをピックアップし、同僚と共に手当たり次第に検索をかけていった。マスメディアでは被災地で
水や食料が不足しているという情報が盛んに流れていたが、モバイル検索の結果には被災地にとって有意義な
サイトがあまり上位に来ていなかった。
　Google 検索では、パソコンからと非スマートフォンの携帯電話、スマートフォンで検索結果が異なる。携
帯電話から検索を行う場合、携帯電話向けに最適化されているページの順位は高くなる。パソコン用に作られ
たページを見られる端末もあるが、使いやすいとはいえない。
　そこで、Google で携帯電話向けの有意義なサイトをピックアップして、検索結果ページからそれらのサイ
トに誘導することになった。
　今泉らは、物資やインフラなどの生活面にフォーカスして情報収集を行おうとしたが、被災地の人々が本当
に必要としているのは、地域に密着したピンポイントの情報である。Twitter などで断片的な情報は上がって
きても、それらの情報を網羅するのは困難だ。
　何かよいサイトはないか。そんな時に見つけたのが、及川雄一さん（ハンドル名：UPYON）が作成してい
た生活情報のまとめサイトだった。

個人サイトを Google のサーバーを使って公開する
　仙台出身の及川さんは、震災時、世田谷の自宅にいた。仙台の実家とはいったん連絡が取れたものの、その
後電話が不通になり不安を感じていた。実家の状況が心配ではあったが、南三陸出身の友人が被災地に向かう
ことを知り、何か自分にもできることをしようと考えた。
　被災地では電気や水道などのインフラが損害を被っており、さらに食料品の不足も問題となっていることが
大きく報道されていた。これらに関する情報を提供すれば、大勢の役に立つのではないか。
　当時及川さんは、アイデアマンズ株式会社で CMS 開発担当部長を務めていた。同社は「ケータイキット 
for MovableType」という製品を販売しており、これはブログツールの MovableType を携帯電話から利用
しやすくするためのソフトウェアである。
　及川さんは自分が借りていたレンタルサーバー
にソフトウェア一式をインストールし、「東北震災
情報サイト」という携帯電話用サイトを立ち上げ
た。
　情報収集は手作業である。新聞やテレビ、ネッ
トに掲載された情報を丹念に集め、これを「Google 
ドキュメント」のスプレッドシートにまとめて
いった。オンラインのオフィスパッケージである 
Google ドキュメントは、複数人での同時編集が可
能だ。当時同居していたルームメイト 2 人も情報
収集に協力してくれた。さらに、大学時代の友人
や後輩らも情報収集を手伝ってくれるようになっ
た。
　Google ドキュメント上の情報はそのままだと携
帯電話から見られないため、HTML（ウェブペー

AppEngine で開発された「東日本大震災 被災地生活救援サイト」。情報の閲
覧と提供のユーザーインターフェイスをきっちりと分けて、混乱しないよう
に工夫されている。
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ジを記述するために使われる言語）に変換する Excel 用のツールを作成。変換したデータを「東北震災情報
サイト」にアップロードするようにした。
　及川さんのサイトの存在を知った今泉は、14 日（月）の 15 時頃、Twitter で及川さんに呼びかける。特
定のキーワードで検索を行った場合、及川さんのサイトへのリンクが表示されるようにしようと考えたのだ。
　懸念事項は、Google からリンクを張ることで、レンタルサーバーの処理能力を超える膨大な量のアクセス
が押し寄せることだった。そこで今泉は、及川さんのサイトを 10 分おきに巡回し、Google のサーバーにデー
タを取り込む方法を提案し、及川さんもそれを了承した。

AppEngine を使って、サイトの機能をアップデート
　この作業は数時間程度で完了し、同日の 18:45 には「炊き出し」などのキーワードを携帯電話から検索す
ると、「東北震災情報サイト」（のミラーサイト）へのリンクが表示されるようになった。これには（通常の検
索結果の上に表示される）ランディングページ プロモという 1 行リンクの機能が使われた。そして翌 15 日

（火）にはパソコン用クライシスレスポンス特設ページからもリンクが張られた。
　ただし、タイミングによっては最新データを Google サーバー側にうまく取り込めないこともあった。そ
こで急遽、AppEngine（ウェブアプリケーションを Google のサーバー上で動かすための仕組み。一般的なサー
バー上で動かすよりも開発が容易になり、アクセスが増えた時の負荷調整を開発者が意識する必要がない）用
のウェブアプリを開発することにした。
　及川さんらは情報収集に Google ドキュメントを使っていたのだから、このまま公開できれば手間も省け
たと思うかもしれない。しかし、この当時は Google ドキュメントは携帯電話からの利用に対応しておらず、
編集している表も横に長かったせいで、スマートフォンでもうまく表示できなかった。こうした事情があった
ため、アプリを開発する必要があったのである。
　その代わり、AppEngine を用いたウェブアプリなら、表を表示するだけでなく、いろいろな機能を追加で
きる。情報を見た訪問者がコメントを書き込んだり、役に立ったかどうかをについて投票できる機能も実装さ
れた。また、及川さん以外の人が作っていた生活関連情報も取り込まれるようになった。
　サイトは新たに「東日本大震災 被災地生活救援サイト」

（http://resource-info.appspot.com/）となり、18 日（金）
には Google 公式ブログ 日本版でも告知された。
　ウェブアプリが完成したことで、及川さんを始めとするボラ
ンティアは情報収集に専念できるようになった。

「情報収集・サイトにアップロードというワークフローを自分
たちで回していて、人的負担の限界を感じていたところでし
た。震災直後は私も含めてみな無我夢中で作業していたのです
が、3 日もすると疲労がたまって作業を続けることが難しくな
ります。Google がシステムをすばやく構築して作業を自動化
してくれたのはとても助かりました」（及川さん）
　もっとも、初期バージョンのアプリはまだ動作に不安定なと
ころがあった。今泉らはサイトでエラーが起こるとメールで通
知が来るように設定していたため、トラブル対応に追われる落
ち着かない週末を過ごすことになった。

3 月から 4 月にかけてはガソリンの供給不足が深刻であり、
販売店の情報がたくさん寄せられた。
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膨大な提供情報を社内ボランティアが整理
　Google 公式ブログで告知されたこともあり、サイトへの情報提供も順調に増えていった。情報収集やチェッ
クを手伝うボランティアの数も 60 人ほどになっていたため、18 日（金）には専用の Google グループ（メ
ンバー間でメーリングリストや専用サイトを使えるサービス）を立ち上げた。
　また、他のサービスを立ち上げていたボランティアとの連携も進んだ。考古学者の山口欧志さん（ハンドル名：
H_Y77）や、平田雅巳さん（ハンドル名：msmhrt）らは「被災地ぽーたるまっぷ」（http://kml-layers.
appspot.com/kyuen-map/）を立ち上げ、いろいろな人が作ったマイマップ（Google マップの機能の 1 つ
で、地図上に目印などを書き込んで共有できる）や KML （Google Earth などで使用される、地点情報のデー
タフォーマット）を 地図上で重ね合わせ表示できるようにしていた。ちなみに KML を重ねて表示できるウェ
ブアプリは、Google 米国本社のエンジニア 高木淳司が開発したもので、被災地ぽーたるまっぷはこのアプ
リを利用して作られた。被災地ぽーたるまっぷの情報は、被災地生活救援サイトでの情報収集にも大いに役立っ
た。今泉は、被災地生活救援サイトの仕様について彼らと議論を行い、改良を進めていった。
　この頃、被災地ではガソリンの不足が深刻化していた。
　被災地生活救援サイトに投稿された情報を元にガソリンスタンドに並んでも結局買えなかった、情報が古い
といったクレームも寄せられるようになってきた。
　古いという指摘のあった情報については、及川さんらが確認を行って削除していたが、投稿される情報が増
えるにつれ、対応が追いつかなくなってきた。
　Goolge 広告営業部の荒木温（のどか）は、20 人ほどの社内ボランティアを募集してこれらのデータチェッ
クに当たった。巨大なスプレッドシートに、馴染みのない地名。こうした情報の確認を 1 つ 1 つ行うのはか
なりの手間を要した。
　地図担当のエンジニアである小島晃司は、データ確認用シートからチェックの終わったデータを選択して公
開用シートへ転載するツールを作成し、作業の効率化を図った。
　Google ドキュメントのスプレッドシートをマスターデータにして、それを別のシートにコピーしてサイト
に公開する。通常ではありえない、奇妙な構成のシステムだ。イレギュラーな使い方をしていたため、時々う
まくデータの取り込みが行われないこともあり、メンテナンスには手間がかかった。この頃にはモバイル検索
だけでなく、さまざまな部署のエンジニアが開発に参加してい
たが、彼らは Google ドキュメントを使わない新規のアプリと
して「被災地生活救援サイト」を作り直し、これまでのデータ
を移行した。4 月頭に公開されたこの新バージョンは、これま
で通りパソコン／携帯電話から情報の検索・提供ができ、さら
に管理者用のデータ確認機能も備えていた。
　及川さんらボランティアと Google のスタッフががむしゃら
に働いて作った「被災地生活救援サイト」は、大勢に利用された。
特に、ガソリン不足が深刻だった時期には新規情報の提供や情
報の間違いなどの指摘がたくさん寄せられ、これらユーザーか
らのフィードバックは最終的に 5000 件以上にもなった。及川
さんの元にも、友人の母親からのリクエストや、炊き出しを行っ
ている店舗からの情報提供があったという。

「被災地ぽーたるまっぷ」では、複数の情報を重ね合わせて、
地図上に表示することができる。
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　被災地のインフラや物資の状況もだいぶ落ち着いてきた 6 月、今泉ら Google 社員と、及川さんを始めと
するボランティアは、Google 東京オフィスのカフェテリアでランチをともにし、お互いの労をねぎらった。

サービス開発におけるプライオリティとは？
　「被災地生活救援サイト」は、震災直後から精力的に動いた及川さんらボランティアの活動と、Google の
技術がうまくマッチングした好例だろう。双方が熱意を持って作業に取り組んだからこそ、大勢の人に利用さ
れるサービスとなった。第 7 回「パーソンファインダー、東日本大震災での進化（2）」でも紹介したように、
適切なプラットフォームが用意されてコミュニケーションが活発化し、方向性が定まると、人々の善意はとて
も強い力を発揮する。
　また今回注目したいのは、参加した人々がうまく物事のプライオリティを判断したことだ。場合によっては、
スキルや技術がある人や組織ほど、それにとらわれて動きが遅くなってしまうこともある。
　被災地生活救援サイトにしても、最初からさまざまな機能を実装することはできただろうが、そこで時間を
とられていたら被災者の元に情報が届くのは大幅に遅れたはずだ。単純なスプレッドシートを使ってとりあえ
ず動き出したからこそ、情報をすばやく提供できたし、あとからスケールアップもできた。
　それでも、Google ドキュメントを使わない形態に「被災地生活救援サイト」をアップデートしたことが妥
当かどうか、今泉は今でも判断に悩むという。
　「3 月末からはガソリンなどの供給も回復してきました。新しいアプリを作って、ユーザーインターフェイ
スなども設計するのは大変でしたから、もしかすると従来のスプレッドシートを携帯電話向けに変換するツー
ルを作った方がよかった可能性はあります。どういう仕組み、形態にすればよかったのかは、ちょっとわから
ないですね」
　再度災害が起こったとしても、災害内容やその時の状況によって最適解は変化するから、はたして何が正解
かは誰にもいえない。ただ、少なくともサービス開発に当たる上では、独りよがりになることなく「何が求め
られているか」を検討し、そこにプライオリティをおくことが重要とはいえるだろう。

取材、執筆、編集 : 林信行 / 山路達也

世界各地で発生する自然災害に対して、Google では迅速に支援活動を展開する 「Google クライシスレスポンス」
を行っており、「東日本大震災と情報、インターネット、Google」はその一環です。

東日本大震災において、情報サービスには何ができ、何ができなかったのか？　外部の視点から活動を記録、検
証し、将来への提言を行うことを目的としています。最新情報は、下記サイトをご覧ください。
http://www.google.org/crisisresponse/kiroku311/


